寺下の町並み

全てはここから始まった
妻籠は日本で初めて、歴史的景観の保全に尽力した町です。1968年には、日本の天皇制の復活100年を記念した、明治百年記念事業の一環として特別な資金の提供を受け、復原と保存活動が始まりました。3年をかけて妻籠宿南端の光徳寺の門前にあった26軒の家屋が復原されました。町並みの他にも周囲の山をも含めた1,250ヘクタール弱の地域が、1976年に公式に保存地区 (重要伝統的建造物群保存地区) として指定されました。
	妻籠宿が珍しいのは、その保全活動が、町の住民、地方自治体と歴史学者が連携した有機的な草の根的保全活動だという点です。ここでは建築物や環境の保全に加え、歴史や、さらにはこの町の魂の存続に向けた取り組みが行われています。古い建物が復原され、町に釣り合わない看板は撤去され、戦後の建物が環境に合ったレプリカに変えられました。妻籠宿の建物は江戸時代のものが大半を占めていますが、明治時代 (1868年～1912年)、大正時代 (1912年～1926年)、そして昭和 (1926年～1989年) 初期の建物も見ることができます。
	妻籠には宿場町に典型的な建造物が数多く存在しています。特に、高塀と呼ばれる漆喰仕上げの高い壁と、卯建と呼ばれる突き出した胸壁をご覧ください。これらの構造は、火事の延焼を防止すると同時に、住人の富を誇示していました。また道幅を妨げることなく居住空間を最大化できるようにせり出した2階部分を支える、出梁造りという張り出した梁にもご注目ください。
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